
農薬の使用にあたってはラベルの表示事項を守りましょう。

いちご ハダニ防除剤

●ハダニの発生を確認したら、密度の低いうちに防除を行いましょう。

●ハダニは薬剤抵抗性が発達しやすいので、
系統の違う薬剤のローテーション防除を心がけましょう。

●下葉に多く寄生しているので、不要な下葉を取り除き、
薬液が葉裏にかかるように、ていねいに散布しましょう。

（天敵を導入している圃場では天敵が下葉に寄生していることが多いのでご注意ください）

※天敵に対する影響は日本ﾊﾞｲｵﾛｼﾞｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ協議会の「ﾊﾞｲｵｺﾝﾄﾛｰﾙ」より引用
影響の程度はあくまでも目安であり、環境条件により変化します。◎：死亡率0～25％、×：70～100％
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今年はハダニの発生が例年より多く確認されており
向こう１か月もハダニの発生に適した環境条件が見込まれています


